
六
月
八
日
晴
天
京
都
川
後

去
る
六
日
の
市
内
見
撃
は
天
伎
の
都
合
上
市
内
杢
部
を
昆
号

す
る
事
不
可
能
な
b
し
局
め
本
日
午
前
七
時
よ
り
午
後
入
時

ま
で
自
由
行
動
を
取
っ
て
各
自
希
望

ω蕗
に
行
き
て
京
都
の

気
分
を
味
ふ
o
午
後
八
時
全
部
集
合
人
員
を
結
呼
し
同
十
一

時
一
同
放
袋
そ
整
へ
倶
楽
部
を
僻
し
て
京
都
騨
に
赴
き
午
後

十
二
時
の
列
車
に
て
先
山
皐
院
事
生
諸
君
に
見
迭
ら
れ
、
去

b
難
き
西
の
都
を
後
に
山
捺
す
、
而
し
て
明
れ
ば
六
月
九
日

午
後
四
時
身
延
に
着
、
残
留
生
諸
君
じ
迎
へ
ら
れ
て
共
に
枝

献
を
奏
し
つ

L
無
事
蹄
山
す
。
一
行
は
三
門
前
に
於
て
悌
姐

三
賀
仁
見
態
旅
行
隊
の
無
事
終
了
を
奉
告
し
高
蔵
を
三
唱
し

て
解
散
せ

b
o

最
後
に
謹
ん
で
今
回
修
皐
旅
行
中
献
待
を
戸
時
ふ
せ
る
各
寺
院

及
び
信
徒
諸
氏
に
鈎
し
謝
意
乞
表
し
て
捌
筆
す
。

（
以
上
吉
川
詑
）
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設
二
三
年
は
可
成
り
山
た
暴
げ
て
の
枇
奥
が
重
つ
六
、
聖
誕
七
百
年
、
世
界

平
和
組
桶
助
法
要
、
立
以
L

大
師
協
宣
下
書
奉
戴
式
、
茶
都
皮
満
山
の
大
衆
と
相
交

っ
て
叩
婆
均
々
し
〈
立
働
い
れ
一
昔
事
国
師
後
の
努
力
は
、
山
の
歴
市
民
と
倶
に
蓋

し
忘
る
能
は
ざ
る
事
の
一
つ
で
あ
ら
う
o
英
慮
ド
一
迫
感
ひ
の
淳
厚
さ
と
、
施
山
震

の
倒
湧
さ
と
が
窺
は
れ
て
床
し
い
。
山
乍
ら
の
文
化
た
闘
い
て
底
の
底
迄
た
敏

い
て
進
展
ょ
の
雄
者
六
ら
ん
と
す
る
聖
子
の
臨
み
は
何
時
其
の
墓
ま
る
、
世
ヘ

民
に
似
舞
ふ
事
が
詐
さ
れ
る
か
知
ら

l

ド
守
セ
争
ひ
は
人
生
品
℃
の
尖
で
わ

り
、
不
満
は
若
き
人
＃
の
捨
て
難
い
情
の
一
一
回
の
カ
に
。
大
正
十
二
年
i
：・某

れ
は
閲
組
御
入
山
六
百
五
十
年
の
奉
統
合
一
り
秋
で
あ
っ
六
。
｝
年
の
経
偉
か
ら

続
出
さ
る
弘
本
舎
の
紛
呆
は
如
何

ι綴
ら
れ
し
か
、
別

ι詳
細
日
旦
る
事
は
年

内
遂
失
身
延
数
雑
誌
ょ
に
厳
げ
大
事
故
、
叉
紙
数
の
詐
さ
な
い
所
で
も
あ
れ
ば

詑
円
い
は
大
要
の
事
件
在
記
し
て
以
っ
て
一
一
般
へ
の
感
謝
と
、
希
還
と
げ
い
一
及
ぼ

－n

，。

一一（ 73）一一

昨
年
度
の
曾
識
に
失
で

十
一
月
十
日
：
：
・
前
卦
延
欽
報
記
者
黒
海
松
南
民
の
編
輯
「
立
正
」
の
創
刊

に
際
L
寸
志
や
表
し
て
就
す

－
月
五
日
：
：
・
本
院
生
親
睦
幅
引
曾
執
行
太
田
文
事
部
幹
事
此
に
諸
島

一
月
十
五
日
：
・
・
・
帽
章
改
正
の
件
中
五
以
よ
集
合
し
て
協
議
確
定
、
同
事
曾

準
備
委
員
と
し
て
結
城
瑞
光
君
江
総
亮
富
男
君
渡
遁
泰
深
君
松
田
文
描
嶋
君
等
合
噌

推
選
す
。

一
一
月
十
六

H

i－
－
宗
祖
降
誕
舎
例
年
に
比
し
異
り
し
事
な
し
夜
間
郎
学
生
劇
精



身
近
年
に
無
き
盛
か
見
品
。

三
月
十
九
日

j
t卒
業
生
途
別
茶
話
舎
並
＝
高
木
敬
師
（
友
章
〉
の
途
別
舎

た
開
〈
、
岡
幹
事
関
舎
の
僻
に
次
布
、
高
山
君
中
世
帯
総
代
表
保
湾
君
高
等
部
代

表
の
蹴
齢
あ
り
代
り
て
高
等
部
結
城
端
光
君
中
等
部
富
田
海
音
君
の
答
僻
わ

り
副
合
長
訓
齢
教
訓
軍
部
長
告
鮮
に
次
い
で
高
木
教
師
の
途
別
に
移
品
事
生
代

表
江
川
山
一
八
日
易
君
の
捻
別
淡
蹴
、
高
木
教
師
の
答
僻
あ
り
て
閉
舎
の
僻
太
同
幹

事
頁
ふ

．．．．． 

三
月
二
十
三
日

i
：
・
皐
院
長
法
主
小
泉
大
僧
正
御
遷
化

御
法
就
・
：
：
・
本
信
院
日
怒
上
人

三
月
二
十
五
日
；
・
雑
誌
吋
格
制
』
製
本
完
了
有
芯
闘
係
者
に
嚇
到
し
一
三
日
部
品
事

迭
す

四
月
十
五
日
：
・
：
数
綬
伊
丹
極
端
師
退
職
御
湿
山
に
就
き
組
念
品
贈
昼

四
月
二
十
三
日
l
l
・
－
故
日
怒
よ
人
御
本
葬
、
事
院
師
徒
は
総
べ
て
本
院
委
員
＠

命
に
よ
り
服
務
す

四
un二
十
八
日
a
l
－
－
－
建
宗
台
、
策
て
松
木
本
興
、
中
島
清
春
附
郎
新
任
教
授
の

歓
迎
茶
話
舎
か
行
ふ

五

月

三

H

i－
－
宗
祖
御
入
山
六
百
五
十
年
紀
念
事
業
と
し
て
一
大
宣
鱒
た

な
す
べ
く
俄
布
教
場
に
艦
鱒
模
郡
一
畿
飾
た
な
す
期
附
内
各
揚
毎
に
血
事
生
説
明

者
島
問
置
L
Z
円一
Y
キ
版
責
布
教
等
に
常
b
Lむ

五
月
十
五
日
；
：
・
道
路
大
岩
宮
崎
同
た
初
め
阿
幹
事
会
保
ら
頁
ひ
室
鱒
築
ニ
寓

枚
や
印
刷
し
て
問
布
T．．．． 

大
月
二
十
六
日
i
i定
期
大
合
：
：
・
午
前
八
時
よ
り

近
年
に
無
き
緊
張
昧
た
見
島
中
等
部
よ
り
提
出
の
『
中
等
部
改
造
の
件
』
あ

り
端
な
く
も
中
高
齢
割
立
と
な
り
騒
鍾
た
呼
ぴ
午
後
凶
時
総
H
V
に
留
舎
に
豆
島

．．．． 
同
二
十
六
日
繍
舎
か
関
与
、
協
定
す
購
寅
部
細
則
制
定
（
様
海
君
提
出
〉
可
決
、

．．．．．．．． 

幹
事
改
選
左
の
加
し

ゅ

等

部

高

山

感

忍

持

制

榊

悶

q

説

法

投

M
悦

村

文

光

君

立

谷

長

様

方

高

等

部

野

崎

血

事

揺

枠

制

江
原
克
面
持
骨
相
門
再
）

波

漣

泰

深

枠

制

安

藤

恭

普

宗

大
月
二
十
七
日
E
l
－
－
幹
事
任
命

線

論

都

江

回

即

売

国

罰

対

運

動

部

野

崎

撃

稽

君

文

由

宇

都

松

村

文

光

宥

合

計

静

岡

義

務

沼

七

月

一

H

i－
－
本
場
院
生
佐
藤
海
出
血
震
亡
母
の
抽
出
普
の
縛
め
埋
木
細
工
文

鎖
百
十
三
個
智
贈
す

八

月

三

H
i－
－
市
川
新
法
主
御
入
山
式

九
月
十
二

H
・I
・
－
－
震
災
救
済
義
摘
金
と
し
て
金
額
二
百
凶
卦
延
村
長
た
経
て

本
師
脚
醐
師
へ
提
出
の
手
繍
ゃ
な
す

九
月
十
三
日
・
：
：
前
幹
事
凶
名
日
謝
し
謝
績
と
し
て
頭
書
の
加
子
島
贈
暴
す

「

日

本

国

体

の

研

究

」

問

視

修

お

「

印

度

哲

聖

霊

市

民

」

太

岡

純

志

震

防

下

問

光

泉

世

相

--- －－・

一一 一一
二六五七

諜粟粟謀、－－.－

蛍 Q選開？
館

者〉

一一 一一
七八三五

粟票き，！！！

首
選
者

一一（ 7.J ）一



同

立

谷

長

康

宏

九
H
A
二
十
三
日

j
e
震
災
各
地
関
係
者
に
謝
し
見
舞
状
＝
一
一
目
温
品
目
迭
す

十
月
三
十
一
日
：
：
中
等
部
一
年
級
よ
り
今
図
面
吾
首
融
合
設
立
の
事
、
書
類
取
纏

め
布
級
長
よ
り
脳
出
あ
り
直
に
副
舎
長
へ
申
告
す

十
二
月
十
八
日
目

j
－
入
傍
者
松
永
良
詮
〈
中
ご
に
濁
し
て
踏
と
し
て
害
時
間
一

総
是
す

．．．．． 

ご
日
月
十
大
日
：
：
ハ
十
三
年
）
宗
蹴
降
誕
舎

本
年
は
例
年
の
差
川
袋
飾
か
全
騒

L
十
一
ニ
、
十
四
、
二
日
間
地
方
布
教

ι赴

き
十
六
日
夜
附
は
m
学
生
民
情
劇
や
開
〈
、
本
年
は
総
べ
て
委
員
組
織
に
媛
へ

準
備
賀
行
決
算
に
闘
し
て
委
員
会
奥
L
幹
事
此
た
慮
護
す
書
問
布
教
部
は
別

に
総
論
部
殺
に
奉
ヤ
夜
間
演
義
左
の
如
し

順

序

一
、
小
供
舎
宗
歌
午
後
六
時
十
分

一

、

開

舎

宣

言

江

原

幹

事

沓

劇
一
、
大
正
資
坂

官

骨

劇
一
、
親
音
の
限

時
代
悲
劇

一
、
袋
ス

ν
パ
コ

y

一
、
剣
舞

印
度
自
由
劇

一
、
事
者
の
後
半
生

作

者

鈴

一
、
岡
洋
大
奇
術

大
喜
劇

一
、
媒

の

側

一

、

芳

明

蜘

降

誕

の

暁

一

、

閉

舎

の

鯨

江

出

郎

幹

事以
上
午
後
十
ニ
時
宇
閉
幕
。

顧
み
る
に
過
去
一
ヶ
年
の
消
長
は
星
々
線
返
さ
Z
S
行
事
に
は
過
ぎ
な
い
が

確
か
に
墜
徒
の
気
勢
は
進
展
の
問
に
日
夜
昂
ま
っ
て
来
て
居
る
。
院
長
市
川
法

主
か
舎
長

ι、
敬
一
関
笛
木
山
首
庭
師
た
副
一
合
同
長
に
、
小
川
教
授
、
賂
論
部
長
、
中
傑

教
授
文
血
宇
部
長
、
松
木
教
授
運
動
部
長
に
各
師
の
英
裁
に
依
っ
て
幹
事
其
の
貸

務
に
酬
ひ
て
、
一
般
聞
学
生
の
橡
皮
わ
る
発
貨
心
に
仲
吹
か
さ
れ
て
酬
明
か
合
の
面
自

主
方
針
と
や
庚
め
て
行
〈
事
は
何
と
一
去
っ
て

L
喜
ば
し
い
、
事
閣
の
陸
み
が
白

ら
躍
如
と
し
て
山
の
m怖
か
に
輝
き
初
め
て
局
ね
ば
な
5
ま
い
。
来
打
破
ぜ
ざ
る

生
命
者
の
封
時
に
も
の
仰
で
精
挙
か
資
ら
さ
ぬ
の
げ
に
は
行
か
う
。

一一（ 7月）ー
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幕

従
来
の
誘
演
部
も
本
年
度
の
定
期
大
台
に
於
て
僻
論
部
と
改
名
寸

Z
に
去
っ

穴
の
は
。
滋
測
れ
る
気
慨
の
所
有
者
れ
る
一
一
臼
余
の
組
山
生
が
白
然
に
射
し
て

其
の
録
壬
向
か
練
っ
て
居
る
歴
史
は
保
つ
し
て
車
時
で
は
な
い
o
四
季
交
々
或
ひ

は
岩
壁
に
登
り
、
官
同
丘
に
ぎ
り
、
抽
抑
制
密
林
私
文
と
し
て
獅
々
札
の
日
た
絡
げ
て

属
大
事
の
積
重
日
是
が

F
守
ジ
テ
も
誘
演
の
境
か
ら
立
脚
か
鑓
～
て
緯
論
の

希
望
に
百
し
れ
所
以
で
も
あ
つ
れ
ら
う
。
一
一
般
枇
品
刊
の
熔
首
に
M
m
べ
て
も
に
が

殊
に
宗
教
家
の
勧
〈
所
と
し
て
此
の
務
論
の
必
要
か
感
じ
な
い
事
は
な
い
。
同
哨

静
は
人
格
の
撃
で
あ
り
、
人
生
に
お
け
る
最
も
高
い
説
明
で
あ
り
、
人
間
生
活

の
最
大
代
表
で
あ
る
と
云
ふ
。
而
か

L
新
文
化
建
設
に
港
、
き
た
知
ら
な
い
、
急

柁
場
裡
の
民
衆
た
最
も
能
〈
惜
帽
ぴ
得
る
も
の
は
是
亦
偉
大
な
忠
雄
鮮
で
あ
る
。

近
代
の
租
山
雄
鱒
由
民
什
・
其
れ
は
矢
張
り
此
の
事
岡
の
複
に
其
の
曲
門
店
酪
な
材
料

幕

機二

f'.V幕

三

幕

木

教

授

P司

幕


